	A.O.M
	S.G.M

	
	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　１０月　4日　（木）

司会　藤原　英佳　　　記録　荒木田　槙子

	藤　原

（香）
	阿　部
	市　島
	沢　田
	藤　原

（英）
	紫　波
	滝　田
	工　藤
	荒木田
	中　野

	深夜
	公休
	公休
	○
	○
	公休
	○
	○
	○
	準夜

	小泉
	本　田
	久　保
	木　村
	加　藤
	番　地
	三　和
	石　岡
	鳴　海
	下　平

	公休
	公休
	学校
	公休
	公休
	○
	準夜
	深夜
	○
	業務

	佐々木（真）
	佐　藤（栄）
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	学校
	
	
	
	
	
	
	
	


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・10月11日（木）のオンコールが東SGM→藤原SGMに変更となります。

・10月15日（月）のオンコールが藤原SGM→東SGMへ変更となります。

・症例検討会・行動制限最小化委員会を開催致します。

日時：10月9日（火）　13：30から

場所：病院2Ｆ　会議室

・感染対策委員会から

インフルエンザの予防接種希望についてですが、職員と患者様含め10月19日(金)迄となっています。予防接種を希望している患者様においては、御家族が面会に来た際に許可を頂くこととしています。面会に来られなかった際は、担当スタッフよりご家族へ電話して下さい。

・広報委員会から

俳句を各病棟から4名募集しています。季語は｢体育の日｣です。

締め切りは10月13日(土)迄となり、鳴海ＣＷに提出して下さい。

＜患者様連絡事項＞

· 平　京子様～下平PSWより、現在平様の弟様へ連絡とれないとの情報提供

あります。日曜日にも連絡をとり、いつ来院出来るか確認して

いきましょう。

＜皮膚科診察報告＞

・三上　勇様～左頬部の癤が治癒したため、アズクロ処置が止めとなっています。

　　　　　　　また、左手の急性湿疹が見られウレパール1回／1日の処置となっているため、患部の掻痒感について観察・確認を行っていきましょう。

・柳杭田　かつ子様～左指のひび割れの訴えあり、昨日、主治医よりウレパール軟膏　

1本処方(2回／1日朝・夕)となっています。皮膚科より、両手の急性湿疹にザーネ軟膏の処置をしていましたが、効能は同じであるため、ザーネ軟膏止めとなっています。引き続き、ひび割れの状態や掻痒感の観察・確認を行っていきましょう。

・東海林　康之様～左下肢の癤が治癒したため、アズクロ処置が止めとなっています。

＜注目患者様ケア状況＞
・坂本　秀男様～主治医診察時、主治医より今後について尋ねられると、｢大丈夫です単身生活できます。｣と話されています。御家族へは、｢ずっと入院している｣と話したり、食い違いが見られます。担当スタッフが確認すると、｢話したくありません｣拒否されています。自己評価の高さ・現実検討の乏しさに加え、自分の希望（欲求）を話しても周囲に止められる／理解してもらえないと捉え、家族・治療者が望む返答をした上で看護スタッフに対しては関わりを意図的に避けている事

　　　　　　　　が考えられます。また、長期入院である為陰性症状及びホスピタ

　　　　　　　　リズムを生じているものと思われます。担当スタッフは本人との

　　　　　　　　治療的関係を構築しながら、今後に向けたケアプランを検討する

　　　　　　　　ようにして下さい。

＜ＳＳＴセッション評価＞

Aグループ

· 短期目標の評価日ですが、9名中4名の方が短期目標を忘れている為、ノートに書

きとめておくよう説明しています。評価点も全体的に低く、積極的に発言される事

も少なく、次回の短期目標の設定までに評価が低い部分を達成できるように考えて頂くこととしています。

Bグループ

· なかなか目標を思い出すことが出来ない方が多く、短期目標の意識が低い様子伺われます。来週の短期目標設定の際、今月振り返った事を活かすよう説明しています。

また、毎日の生活の中で意識して取組んでいくよう伝えています。

Cグループ

· 短期目標の自己評価を行っています。日向端様以外は目標を覚えており、蛯名様・東海林様・日向端様が100点としています。再度、ＳＳＴとは…を説明し来月の目標設定と合わせ、説明しています。

Dグループ

· 居眠りする方なく、短期目標の評価を行っています。全員、短期目標を覚えており、

不足している点を話し合っています。次回の短期目標設定の際は、不足している部分が達成できるように、意識しながら設定していくよう伝えています。

· 来週は短期目標設定となります。

＜食事サービス状況意見交換＞

· 糖尿病食が4人分用意されていなかった。

· 朝食の主菜となるおかずが足りず、閉鎖側から貰ったが、一口程度で患者様より｢少ない｣との意見があった。

· 食事中の洗浄機の音が煩く、食事する環境に適していないため、食事開始直後からの洗浄は控え、時間を検討してほしい。

· 日清スタッフ同士の怒鳴り声が目立ち、患者様も気にしている様子。患者様の状態の変化にも繋がりうるため、スタッフ同士の声掛けの仕方を考えて頂きたい。

以上、上記の意見があげられています。食事サービス委員会は、10月12(金)となっており、加藤ＣＷ・石岡ＣＷが出席する予定です。

＜安ヶ平Dr診察状況＞

· 三上　勇様～衣類購入目的でしまむらまで、スタッフ付き添いでの外出希望あり、

　　　　　　　自ら主治医へ確認しています。許可もでているため、担当スタッフと日程を調整していきながら、外出願いを提出して頂くこととしています。

・板橋　雅勝様～夜間、自床にて座位になったまま2時間過ごす場面見られている事

主治医へ情報提供しています。主治医より薬剤の影響の可能性があるとのコメントがあり、次週より服薬調整（減薬）予定となっています。日中の過ごし方や夜間の睡眠状況を観察していきましょう。また、10月6日(土)9時～12時までスタッフ付き添いで、自宅まで外出予定となっています。以前、母親より本人が｢ある事ない事しゃべる｣と言動について気にしていたようです。現在は、妄想的となる事なく、病棟日課取組まれており、主治医からもスタッフ付き添いでの外出の許可出ています。外出状況及び外出前後の日課の取り組み状況、注意力の変化について観察・確認をしていきましょう。

・船場　幸子様～青山荘入所について、本人より｢ついて行けるか不安｣と話されてい

ます。現在、主治医より青山荘見学の回数を重ねて行くよう伝えて

います。不安や現在の状態について言語化出来るよう関わっていきましょう。

・坂本　のり子様～長時間手洗いを続ける等強迫行為見られるため、昨日より

パキシル１T追加処方となっています。本人より、手洗い行為について｢綺麗にしたいから思いっきり洗っている｣と話されています。洗面状況と日課の取り組み状況について観察・確認し長時間

　　　　　　　　　手洗いを行う事で生じる影響と対処について認識出来るよう

　　　　　　　　　関わっていきましょう。

＜担当業務進捗状況報告・検討＞

記録担当より

カルテが新書式となってからの意見交換しています。

· 皮膚科診察にて、処方や処置止め、新規、部位の変更などがあった際にフローシー

トの｢臨時処方その他｣の欄に記入してはどうか。

· 脈拍と体温のフローシートの数値がずれており、異常値と正常値が分かりずらいため、記入しやすいようにしてほしい。

以上の意見がでており、記録担当は意見をとりまとめ、藤原SGMに情報提供していくこととしています。

料理教室担当より

· 社会復帰や施設入所する患者様を対象にＡグループとＢグループに分けています。

Ａグループ～船場　幸子様・平　京子様・東海林　康之様

Ｂグループ～坂本　秀男様・板橋　雅勝様・沢田　三朗様

目的を持って、調理する意味を考えながら基礎から応用まで実施していけるよう検討していくこととしています。

　










